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Anti-Money Laundering Solution 

重要事項のまとめ 
２００１年９月１１日世界は変わりました。このもっとも破壊的なテロ行為

の残骸から手がかりを集めることによって調査が行われるにつれ、ひとつの

ことが明らかになりました。：その二つのビルに突入した男たちに経済的に

サポートするために、多くの国を超えて何百万ドルの金が交換されたという

ことです。 
 

その数ヶ月のうちにアメリカはパトリオット法(Patriot Act)を可決し英国も資

金洗浄防止法（Anti  Money Laundering (AML) Act）で続きました。すぐに世

界の国々はそれぞれの国の資金洗浄防止法を可決し、銀行や金融機関にこの

法律を守るように強制しました。 

 

ほとんどの銀行はある種の安全策を施していますが、完璧な資金洗浄防止

（AML）を施している銀行は稀です。今日、銀行や金融機関は資金洗浄防止

法を強制する新しい制限(AML)を遵守するために、それぞれの銀行や金融機

関の資金洗浄防止の施行の徹底または改善をするように各種政府から圧力が

かけられています。 

 

いくつかの銀行は資金洗浄防止法に遵守しなかったことや十分な対策を採ら

なかったことで政府機関から厳格な罰則が与えられています。資金洗浄防止

に根ざした純粋な決まりを施行した銀行の中には、高頻度の誤った警告を審

査する必要性があるために高コストが銀行にかかることを理解するようにな

りました。 

 

取引の監視における低コストの、より柔軟で完璧な資金洗浄防止への需要が

高まるにつれ、iCo-op AMLS は資金洗浄防止ソフトの最新のバージョンを販

売しました。このソフトは銀行に次のことを可能にします。： 

・ドメイン情報とビジネス・ルール・エキスパート技術によって金融犯罪の

複雑さに取り組みます。 

・危機管理アプローチを採用し顧客の活動を把握します。 

・顧客の把握 

   ・インテリジェント・ファジー・ロジック・サーチの使用 
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   ・不完全な情報の顧客データのスキャン 

・パワフル・スキャン・エンジンの使用により膨大な取引をスキャンする 

・十分にカスタマイズ可能なケース・マネージメント・ワークフロー・シス

テムを使用して疑わしい口座を能率的に調査する 

 

iCo-op AMLS 資金洗浄防止法 
 
iCo-op AMLS 資金洗浄防止法（AMLS）は３列構造（３-tires architecture）
を持つジャバ技術に基づいています。 
このシステムは４つの主な部分でできています。：インテリジェント AMLS
スキャン・エンジン、ファジー・サーチ・エンジン、AMLS ケース・マネー

ジメント・システムと報告機能 

インテリジェント・AMLS・スキャン・エンジン： 
iCo-op AMLS の監視と感知エンジンはインテリジェント AML・エキスパー

ト・システムで、疑わしい資金洗浄活動に関する銀行の膨大なデータを精査

することができます。疑わしい活動を感知するために複数の局面で精査が行

われます： 
a. 資金洗浄シナリオ 
b. 顧客プロファイリングと危険度の区分化 
c. 警戒リスト 
 
下の図１はインテリジェント・AMLS・スキャン・エンジンを示しています。 
 

 - 4 - 



Anti-Money Laundering Solution 

 
Bank’s Data Source 銀行のデータ元 
Data Base データベース 
AML rules AML の決まり 
AML Rules Repository AML の決まりの貯蔵庫 
AML Interface Engine AML 相互互換エンジン 
Covered & Suspicious Transactions 当該の疑わしい取引 

 

図１ 

 

インテリジェント・AMLS・スキャン・システムのアルゴリズムは金融専門

家によって編集された資金洗浄防止シナリオに基づいています。AML・エキ

スパート・システム・アルゴリズムのサンプルは下記の図２（a）と２(b)に示

されています。 
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図２(a) 

Easy to add new rules  新しい決まりを加えることに関する

簡易性 

Points to blacklist table which is easy to 

update 
改正するのに簡易なブラックリスト

表に対する数値 

Easy to update & change 改正と変更することの簡易性 

 

 
図２（b） 

 

 

このスキャン・エンジンはまたルール・マネージャーで成り立っています。

これはブラウザーを基盤としたもので、認可された利用者によって AML の
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決まりを編集し処理するものです。使用容易な互換機能を通じ、認可された

利用者にとって次のことが可能になります。： 

１．最新の AML の決まりを制作・付加すること 

２．AML の決まりを整理し理論的な枠組みをつくること 

３．AML の決まりを視覚的に編集すること 

４．AML の決まりを試すこと 

 

ルール・マネージャー(The Rule Manager)はまた AML の決まりを処理するた

め次のような処理機能を提供します。： 

１．名の知れた利用者と団体に対するアクセス制限 

２．停止 

３．チェックインとチェックアウト 

４．バージョン化 

５．ロールバック 

６．将来の再開の機能 

 

 

さらにルール・マネージャーによって、認可された利用者が選択肢を利用す

るデータから直接 AML の決まりを抽出できるようにします。さらにこれは

はルール・マネージャー相互機能に直接作り出された AML の決まりを表す

ものです。ルール・マネージャーを通じて作られた決まりは貯蔵庫に保管さ

れます。 

 

したがって、現存の AML の決まりを更新・変更したり、iCo-op の AMLS の

最新の AML の決まりを加えるための複雑なプログラム作業が必要ありませ

ん。 

iCo-op の AMLS の AML に関する決まりを付加、更新と変更するために使用

容易な視覚的相互機能によって、認証済みの利用者は導かれます。更新・変

更した新しい AMl の決まりは再プログラムの必要なしに即座に配置されます。 
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必要な仕事のうちの一つは、図２(b)にあるブラックリスト上の名前、口座、

国のリストを更新することです。図２(a)の警戒リスト監視の決まりによって、

ブラックリストの存在の否かを決定するためにブラックリスト上の名前、口

座、国の表が列挙されます。もし名前、口座、国がブラックリスト上にあれ

ば、それは疑わしいものとして示されます。iCo-op の AMLS とともに、ブラ

ックリスト上の名前、口座、国は AML の決まりを変更することなくデータ

ベースに簡単に更新できます。 

 

ファジー・サーチ・エンジン(Fuzzy Search Engine) 
iCo-op の AMLS のファジー・サーチ・エンジンは異なったタイプのサーチ機

能を提供します。これらのタイプには、厳密（Strict）, 部分（Partial）,で始ま

る（ Stating With）, また（Or）,フルタイプ（ Full Typo）, 音声が似た

（Soundalike）, ファジー（Fuzzy）, イニシアル（Initial）, 作文

（Composition）, 中国語（Chinese Soundex）, 隣接（Adjacent）, 名前の分割

（Name Split）などが含まれます。これらのサーチ・エンジンは順、タレラン

スや他のオプションのもとで区分されます。 
 
順： 
厳密（Strict）- データベース上で見つけられる名前の順に厳密に従う。たと

えばもしデータベースが”Debra Joan Desmond"という名前を含んでいた場合、

妥当な結果を得るためには”DebraJoanDesmond”をタイプしなくてはならな

い。”DesmondDebra”をタイプしても何も得られない。 
 
部分（Partial）－これは（名・姓・ミドルネーム）という順で名前を入力また

は（姓・名・ミドルネーム）の順で入力を可能にしています。したがっ

て、”Debra Joan Desmond”または”Desmond Debra Joan"でも正しい結果を得る

ために間に合わすことことができます。 
 

 

で始まる（Starting With）―これはケリーストリング・トークン(query string 

token)で始まる言葉を合わせるために使用されます。 

Starting With - This feature is used to match words which start with the query string 

token. 

また（Or）－ケリーストリングにおけるいかなる単語にも会うように使用さ

れます。 
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フル（Full） －この機能はどの順番でも単語を入力できるようにしています。

たとえば”Joan Debra Desmond”, “Desmond Joan”または”Desmond Debra”を入力

すれば同じ結果が得られます。 

 

一致（Exact）-この機能はインプット・ケリー・ストリングと完全に一致する

ために使用されます。 

 

タレランス： 

タイポ（Typo）－少々のつづり間違いを許容します。たとえば、”Anderson”

の代わりに”Andersin”を入力できます。 

" 

音声が似た（Soundalike）-名前の提案の機能のようにこの機能はあなたの探

している単語に似た単語を入力すれば結果が出ます。 

 

準・音声が似た(Fuzzy Soundlike) －ファジー・サウンドライクはサウンドラ

イクの可能性を延長します。それは音声学をより深く汲み取り、堀下げます

ので、あなたの探すものはいかなるものにもマッチします。典型的には、も

し、サウンドライク機能が結果を出さない場合、ファジー・サウンドライク

を使用すべきです。 

 

他のもの： 

イニシアル‐イニシアルでの検索を可能にします。 

 

 

作文（composition）‐“マッチ”を探すために作文または単語の接合を行い

ます。たとえば、composition ボックスにチェックが入った状態で”Henry Mc 

Nair"を入力すれば、"Mcnair Donald Henry"という名前の結果が得られます。 

 

 

中国語・サウンデックス(Chinese Soundex) －この機能は同様のハンユ・ピニ

ン音(Hanyu Pnyin)にマッチさせるために使用されます。 
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隣接(Adjacent)－この機能は正しい順ですべてのトークン（token)に適合する

ためと二つのトークン間で余分な単語のないように適合するように使用され

ます。 

 

ネーム・スプリット（name split）－この機能はトークンが分離していても名

前が適合するように使用されます。 

AMSLケース・マネージメント・システム 
iCo-op の AMLS は銀行が、警告された金銭と疑わしい取引を体系的に能率的

に調査するようにケース・マネージメント・システムを提供します。ケー

ス・マネージメント・システムは銀行業務上の必要に応じてワークフロー・

プロセスのカスタマイズを助けます。 
 
ケース・マネージメント・システムのワークフローは下記の図３に示されて

います： 
 

 
 

図３ 

Review AMLS report AMLS 報告の審査 

Forward to Main Branch 本支店へ転送 

HQ Advisor  本店相談役 

Review and recommend Senior Advisor 相談役を審査・勧告 

Reinvestigate dismissed task  退けられた仕事の再調査 
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Review dismissed task  退けられた仕事の審査 

Review and approve recommendation  勧告の審査と認可 

Print notification send hardcopy to sub

branch 
通知の印刷、ハードコピーの支所へ

の送付 

Sub branch 支所 

PIC prepares document for  PIC が書類を準備する 

Dismiss  退ける 

White list 白書 

 

ワークフロー手順への参加者は： 

 

• 各所の支配人(Regional Manager)―各所を統括する人物。各所の支配人は各

所における本支店(Main Branch)と支所(Sun Branch)の顧客のすべての警告

を引き受けます。各所の支配人は警告を各支店へ送付することまたは直接

に上司へ勧告状を送ることで AML 手順をはじめます。 

 

• 本支店支配人(Manager Main Branch)－警告を調査し、各所の支配人へ勧告

状を送付する本支店の職員 

 

・支所の支配人(Manager Sub Branch)―警告を調査し、各所の支配人へ勧告状

を送付する支所の職員 

 

• 支所の支配人(Manager Sub Branch)―警告を調査し、各所の支配人へ勧告

状を送付する支所の職員 

 

• 管理職員(Administrative Officer)－本支店において本支店と支部のための警

告の電子メールを受領する職員 

 

・顧問(Advisor)－各所の支配人からの勧告状を審査し、主任顧問へ認可のた

めの勧告つきの警告を送付する本店における職員 
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• 顧問(Advisor)－各所の支配人からの勧告状を審査し、主任顧問へ認可のた

めの勧告つきの警告を送付する本店における職員 

• 主任顧問(Senior Advisor)－AML 手順を認可する顧問を監視する主幹 

 

報告： 
資金洗浄防止システムは３つのフォーマットで出力する豊富な報告機能があ

ります。たとえば、Excel と Microsoft Word とウエッブ基盤の報告です。報告

は４つに区分されます。： 
１． 疑わしい取引の報告 
２． 現金取引の報告 
３． 全体の統計 
４． ワークフロー状態の報告 
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結論 
金融機関は資金洗浄の防止のための主要な役割をするように政府機関からま

すますの圧力をかけられています。金融機関に対する法的な圧力が上がる一

方で、資金洗浄の概念は大きく広がっています。 
 
伝統的に資金洗浄とは違法に得られた資金を指すものであり（しばしば薬物

取引や犯罪、腐敗などを通じて）そして金融機関を通じて洗浄し合法的に見

せかけるものです。今日、資金洗浄は、金融機関を通じて合法的な資金をテ

ロのような非合法的な活動の資金源となるような資金の動きも、この概念に

含むようになりました。 
 
疑わしい活動を感知し報告する能力は資金洗浄に対抗するためには必要なこ

とです。iCo-opは現行の金融機関が持つ手続きに十分適応した完全な資金洗

浄防止法をAMLの顧客が施行することを手助けする特別なものです。ダイナ

ミックAML (Dynamic AML)の視点と製品戦略によって、iCo-opという会社

は他社の追随を許していません。iCo-opはAML規制の異質な現実を本質的に

受け入れ、AMLSを採用したことで、その機関が資金洗浄に対してその機関

の現存の手続きを強化することを可能します。 
 
まとめとして iCo-op は AML の遵守を助けるにあたって二つのことを強調し

たいです。 

１．AML の解決のために目として、耳としての技術を使用していること。金

融機関は現存の勤勉な努力を強化するために率先した情報技術を AML プロ

グラムに加えるべきです。 

２．経済性を保つべきです。金融機関は AML 遵守に関するコストの増大を

考慮に入れなくてはなりません。そして巨視的に経済効率のよい解決法を実

行すべきです。 
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